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***

設問1, 投票入場券から性別の記載を削除することについて
1.賛成

投票する際に性別を確認する必要性はないこととともに、実際に確認されて傷ついた当事
者の声があがっていることからしても削除すべき。

設問2,男女別に分かれているところがどの程度あるか調査することについて
1.賛成

調査をおこない、分かれているところについてはすみやかに是正すべき。

設問3,男女に分かれている受付について
2.反対

男女別にする合理的な理由がない中で、受付を分ける必要性など全くないため。

設問4，愛知県の公的書類全般に関し、性別欄の必要性について順次見直しを進めること
について
1．賛成

公的書類に性別を記載することは不要であるだけでなく、設問で示されたような精神的苦
痛を当時者に与えることにつながることから、性別欄は廃止すべき。

設問5,
誰もが自分らしく生きていく社会の実現へ努力すべき、国会議員として、杉田氏の「生産
性」発言は絶対に許せません。
私自身は市会議員として、パートナーシップ宣誓制度を名古屋市で導入することや、
ＬＧＢＴのカップルでも公営住宅に入居できるよう、現行の入居資格制限を見直すことな
どを市議会で求めてきました。なによりも、当事者のみなさんの声を聞き、必要な施策を
行政に反映できるようにしたいと考えます。

設問6 ＬＧＢＴ差別解消法案について
 ＬＧＢＴの差別解消に

「ＬＧＢＴ差別解消法案」は、性的指向や性自認を理由とする差別について、行政機関や
事業者における「差別的取扱いの禁止」を定め、職場や学校などでの差別を解消する方策
を盛り込み、実効性確保のために主務大臣が指導や勧告などを行うとしています。共同提
案を行った日本共産党の一員として早期に成立させたいと考えます。

「ＬＧＢＴ理解増進法案」については、政権与党が、「性的指向と性同一性の多様性に寛
容な社会の実現」を目的とし、国が基本計画の作成や調査研究を行い、企業にも、従業員
が相談できる機会を確保することなどを求めたことは前向きの変化だと思います。

 野党が提出したLGBT差別解消法案は罰則規定を設けていますが、自民党が今回まとめた
骨子案は罰則規定は設けていないなど、実効性という点で､野党提案の方が優れていると
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考えます。

 誰もが自分らしく生きていく社会へ、一歩でも近づくため、“与党案か、野党案か”の
対立ではなく、同趣旨の法案の一日も早い成立をめざい、順次よりよいものに改めていく
という立場で力を尽くしたいと考えています。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
日本共産党 西山あさみ
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